
カリキュラム・ポリシー （教育課程編成・実施方針） 

■富山福祉短期大学 

１．教育課程編成の基本方針 

 教育目標を踏まえ、専門職業人として必要な基本的態度・習慣、人間性を身に付け、専門職として必要とさ

れる専門知識、判断力、技術を修得できるように教育課程の枠組みを「総合科目」と「専門科目」とで構成

している。 

 

２．科目群の構成 

（１）総合科目 

総合科目は、地域社会に貢献できる福祉専門職としての土台となる幅広い教養を身につけ、人権を尊重する

倫理観および主体的な学びの態度を涵養し、コミュニケーションスキルを習得するための科目群から構成され

る。 

（２）専門科目 

専門科目は、専門知識や隣接関連領域の理解および専門職としての技術を習得するための専門科目群から構

成される。 

 

 

■社会福祉学科 

 社会福祉学科は、「教育目的」を達成するために、以下のようにカリキュラムを組み立てている。 

 

１．教育課程編成の基本方針 

本学社会福祉学科の教育目標を踏まえ、福祉の専門職業人として必要な基本的態度・習慣、人間性を身に付

け、福祉の専門職として必要とされる専門知識、判断力、援助技術を修得できるように教育課程の枠組みを「総

合科目」と「専門科目」とで構成している。 

 教育課程の編成については、社会福祉士及び介護福祉士法に準じて、それぞれの授業科目が有機的かつ体系

的に学習できるように編成している。また、社会福祉専攻においては、「ソーシャルワークコース」・「医療福

祉コース」・「福祉心理コース」・「臨床美術コース」の 4 つの履修コースを設け、各コースに応じた多様な「専

門総合科目」を配置し、学生個々の興味・関心に応じた学びを促進し、幅広い知識・技能を生かした個性ある

福祉人材を育てることを目指している。 

 

２．科目群の構成 

（１）総合科目 

総合科目は、地域社会に貢献できる福祉専門職としての土台となる幅広い教養を身につけ、人権を尊重する

倫理観および主体的な学びの態度を涵養し、コミュニケーションスキルを習得するための科目群から構成され

る。 

①人間と現代の理解 

人間を客観的に理解し多面的に捉えるための幅広い教養を身に付け、理論的根拠と結びつけながら専門科目

を学習するための基礎力を醸成する。また、福祉を学ぶ者として、人権を尊重する高い倫理観を涵養すること

を目的とし、「人間の心理・行動・関係を理解するための科目」と「倫理性を高めるための科目」を配置する。 

②生涯学習力 

社会的な問題に主体的に取り組む態度を涵養し、学ぶ主体である「私」をつくり続けることができる生涯学

習力を涵養することを目的とし、「生涯学習力を高めるための科目」を配置する。また、それらにキャリアガ

イダンスを取り入れると共に、「週フォリオ（自己の記録）」の取り組みを促し、AD によるキャリア支援を学

習・生活等と関連づけて総合的に進める。 

③コミュニケーション 

人間社会で一人の職業人として、さらに人に対応する福祉専門職として基本となるコミュニケーション力の

育成を意図する。さらに国際化社会に対応し、人の反応を的確に捉え、意図的に情報を活用できるコミュニケ

ーション力を育成することを目的とし、「コミュニケーション力、日本語・英語の表現力、IT を活用した情報

リテラシーを高めるための科目」を配置する。 



 

（２）専門科目 

専門科目は、社会福祉学の専門知識や隣接関連領域の理解および福祉専門職としての技術を習得するための

専門科目群から構成される。 

① 社会福祉専攻 

福祉の専門知識と技術を修得し、人や地域社会とあたたかい関わりをもち、人権を擁護することのできる人

間性豊かなソーシャルワーカー（社会福祉士）や地域社会に貢献できる福祉人材の育成を図るために、社会福

祉専攻では、「人・社会・生活と福祉の理解に関する知識と方法」、「総合的かつ包括的な相談援助の理念と方

法に関する知識と技術」、「地域福祉の基礎整備と開発に関する知識と技術」、「サービスに関する知識」、「実習・

演習」、「専門総合科目」の各領域に属する専門科目群を配置している。また「専門総合科目」は、「ソーシャ

ルワーク」、「心理学」、「臨床美術」、「健康」の各領域に属する専門科目群から構成され、学生個々の興味・関

心に応じた学びの機会を提供し、個性豊かな福祉人材を育成することを目標としている。 

「実習」に関しては、社会福祉の実践現場における相談援助活動に係る知識と技術の基本を習得し、社会福

祉士として求められる資質、技能、倫理、自己の課題把握など総合的に対応できる能力を養うために「相談援

助実習指導」と「相談援助現場実習」を配置している。 

② 介護福祉専攻 

介護の専門知識と技術を修得し、生活支援を必要とする人の尊厳と自立支援の意義を理解し、より良い援助

関係を築くための豊かな感性を伸長できる介護福祉士の育成を図るために、介護福祉専攻では、「人間と社会」、

「介護」、「こころとからだのしくみ」、「実習」、「介護研究」の各領域に属する専門科目群を配置している。 

「実習」に関しては、介護福祉の実践現場における基本的な生活支援技術、コミュニケーション技術、利用

者の個別性を尊重した介護計画の立案、実施、評価、修正のための知識と技術を習得し、介護福祉士として求

められる資質、技能、倫理、自己の課題把握など総合的な能力を養うために「介護総合演習」と「介護実習」

を配置している。 

 

 

■ 看護学科 

 看護学科は、「教育目的」を達成するために、以下のようにカリキュラムを組み立てている。 

 

１．教育課程編成の基本方針 

本学看護学科の教育目標を踏まえ、看護専門職業人として必要な基本的態度・習慣、人間性を身に付け、看

護師として必要とされる専門知識、判断力、看護技術を修得できるように教育課程の枠組みを「総合科目」と

「専門科目」に分け、さらに「専門科目」を「専門基礎科目」「専門科目」の構成とする。 

 教育課程の編成については、それぞれの授業科目が有機的かつ体系的に学習できるように編成する。また、

医療の高度化・専門化が進む中で、看護専門職業人として特に高い専門性と倫理性が求められているところか

ら、総合科目、専門科目を通して倫理性を涵養する科目を配置し、安全性やリスク管理の視点から看護につい

て学ぶ科目を盛り込む。 

 さらに生物・化学等の理科系基礎科目の履修不足が予想される入学生に対しては、事前学習課題の送付など

学習機会の拡大に努める。 

 

２．科目群の構成 

（１）総合科目 

 総合科目は、地域社会に貢献できる看護職としての土台となる幅広い教養を身につけ、人権を尊重する倫

理観および主体的な学びの態度を涵養し、コミュニケーションスキルを習得するための科目群から構成され

る。 

①人間と現代の理解 

 人間を客観的に理解し多面的に捉えるための幅広い教養を身に付け、理論的根拠と結びつけながら専門科  

目を学習するための基礎力を醸成する。また、看護を学ぶ者として、人権を尊重する高い倫理観を涵養する

ことを目的とし、「人間の心理・行動・関係を理解するための科目」と「倫理性を高めるための科目」を配

置する。 

②生涯学習力 

 社会的な問題に主体的に取り組む態度を涵養し、学ぶ主体である「私」をつくり続けることができる生涯 

学習力を涵養することを目的とし、「生涯学習力を高めるための科目」を配置する。また、それらにキャリ



アガイダンスを取り入れると共に、「週フォリオ（自己の記録）」の取り組みを促し、ＡＤによるキャリア

支援を学習・生活等と関連づけて総合的に進める。 

③コミュニケーション 

 人間社会で一人の職業人として、さらに人に対応する看護職として基本となるコミュニケーション力の育  

成を意図する。さらに国際化社会に対応し、人の反応を的確に捉え、意図的に情報を活用できるコミュニケ

ーション力を育成することを目的とし、「コミュニケーション力、日本語・英語の表現力、ＩＴを活用した

情報リテラシーを高めるための科目」を配置する。 

（２）専門科目 

 専門科目は、人間、環境、健康について深く知識を修得する「専門基礎科目」、看護の専門知識と技術を

学ぶ「専門科目」によって構成する。 

（ⅰ）専門基礎科目 

  専門基礎科目は、看護実践の科学的根拠を学ぶものであり、人間・健康およびそれらに関連する環境を

理解するための科目として「人体の構造と機能」「疾病の成り立ちと回復の促進」「社会保障制度と生活

者の健康」の領域を構成する。 

① 人体の構造と機能 

  生物体としての人間を理解するための基礎として、その構造、働きと調整力を駆使して人が生きている

ことを学ぶための科目を配置する。また学習に際し、生物体としての人間の生命過程に対して看護が働き

かける方法について意識させる。 

②疾病の成り立ちと回復の促進 

  健康について幅広く理解するため、対象、疾病別にその疾病、症状の成り立ちの原理を理解し、予防、   

治療、管理の方法を学び、根拠に基づく看護実践のための基礎を作るための科目を配置する。 

③社会保障制度と生活者の健康 

  人が生活する社会や環境を理解するため、生活者としての人間が生涯の間にたどる軌跡をイメージし、

その生涯を送る社会の仕組みや状況と健康との関係を洞察する力を培うための科目を配置する。 

 （ⅱ）専門科目 

 専門科目は、看護専門職業人となるために必要な知識・技術・態度を修得するための必修科目である。

これらを科目および領域間の関連を意識しながら段階的に学ぶために「看護の基本」「健康障害の予防と

回復を促進する支援方法」「看護の実践（臨地実習）」および「看護研究」の区分により構成する。 

①看護の基本 

  看護の基本としての科目群には、看護を全体的に理解し、基本を学ぶことを意図して、看護領域別の概

論を学び、基本的看護技術を習得することを意図した科目を配置する。これらの科目は１年次から２年次

前期で学び、基本的な知識と技術、態度を育成する。 

さらにさまざまな場での生活者に対して看護を展開できるための基礎として国際的な医療活動を学ぶため 

 の科目を配置する。 

② 健康障害の予防と回復を促進する支援方法 

  ライフサイクル各期に対応した看護、健康のレベル、健康障害に応じた看護について学び、次のステッ

プである臨地実習にスムーズに繋がるように科目を配置する。 

 なお、援助技術は、各種のモデル・教材を活用し、実際の臨床看護場面を出来る限り再現して学ぶ演習を

取り入れ学習効果を高めることとする。 

③ 臨地実習 

  臨地実習は、講義や演習で学んだことを実際の場で体験的に深め統合する。看護の対象者および看護活

動の実際に触れることにより学習のモチベーションを段階的に高め、学習効果をあげる観点から、１年次

２年次、３年次と段階的に進める。また、最後に、実習での体験や学んだことと理論との統合を図り、よ

り実践的な場を体験するための実習を配置する。 

④ 看護研究 

  看護研究では、専門性を高めていく基礎力を育成するために、看護実践における研究の意義を理解し、

研究の基礎的能力を養うための科目を配置する。また看護実践を言葉にして他者に伝えることを体験し、

その必要性と方法を理解するための科目を配置する。 

 

 

 

 



■幼児教育学科 

幼児教育学科は、「教育目的」を達成するために、以下のようにカリキュラムを組み立てている。 

 

 １．教育課程編成の基本方針 

本学幼児教育学科の教育目標を踏まえ、保育･教育の専門職業人として必要な基本的態度・習慣、人間性を

身に付け、保育･教育の専門職として必要とされる専門知識、判断力、保育技術を修得できるように教育課程

の枠組みを「総合科目」と「専門科目」とで構成している。 

 教育課程の編成については、それぞれの授業科目が有機的かつ体系的に学習できるように編成している。具

体的には、教育内容や教育方法を明示し、履修系統図で各科目の関連性を把握できるようにしている。 

 

２．科目群の構成 

（１）総合科目 

総合科目は、地域社会に貢献できる保育･教育の専門職としての土台となる幅広い教養を身につけ、人権を

尊重する倫理観および主体的な学びの態度を涵養し、コミュニケーションスキルを習得するための科目群から

構成される。 

① 人間と現代の理解 

人間を客観的に理解し多面的に捉えるための幅広い教養を身に付け、理論的根拠と結びつけながら専門科目

を学習するための基礎力を醸成する。また、保育・教育を学ぶ者として、子どもにとっての自然体験活動の

意義を体験的に理解する科目も配置されている。 

② 生涯学習力 

社会的な問題に主体的に取り組む態度を涵養し、学ぶ主体である「私」をつくり続けることができる生涯学

習力を涵養することを目的とし、「生涯学習力を高めるための科目」を配置する。また、それらにキャリア

ガイダンスを取り入れると共に、「週フォリオ（自己の記録）」の取り組みを促し、AD によるキャリア支援

を学習、生活等と関連づけて総合的に進める。 

③ コミュニケーション 

人間社会で一人の職業人として、さらに人に対応する保育・教育の専門職として基本となるコミュニケーシ

ョン力の育成を意図する。さらに国際化社会に対応し、人の反応を的確に捉え、意図的に情報を活用できる

コミュニケーション力を育成することを目的とし、「コミュニケーション力、日本語・英語の表現力、IT を

活用した情報リテラシーを高めるための科目」を配置する。 

 

（２）専門科目 

 専門科目は、教育、保育、福祉の現場で専門職として活躍することのできる力を養成し、国家資格である幼

稚園教諭二種免許状や保育士資格の他、臨床美術士、社会福祉主事任用資格を取得することが可能な教育課程

を編成している。科目は、「保育・教育の本質･目的」に関する科目、「保育・教育の対象の理解」に関する科

目、「保育・教育の内容･方法」に関する科目、「保育・教育の表現技術」、「実習｣、「総合演習」、で構成される。

これらにより、教育、保育、福祉の専門職として必要な知識や技術、職業倫理を身につけることができる。ま

た、自己の関心のある領域を深く学べるよう、それらを実践的、協同的に追究し、学生が得意とする技能、知

識、実践力が持てるように科目を配置している。 

 教育方法の特色としては、専門的な知識や技能をより多く、より深く学び、定着させるために、講義形式の

方法のほか、グループ学習、討論、プレゼンテーション、保育所等における体験学習を採用している。また、

「保育実習」、｢教育実習｣については、保育所や幼稚園、福祉施設において、具体的な実践や観察を通して、

保育士や幼稚園教諭として必要な基礎的知識や技術を身につけることを目的とする。特に、自己の課題を発見

し、保育者としての能力を高めていくための気づきや学びを深めることに重点を置いている。実習後には、体

験事例を用いた振り返りを個別にまとめることを通して、理論と実践の関連付けができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 



■国際観光学科 

国際観光学科は、「教育目的」を達成するために、以下のようにカリキュラムを組み立てている。 

 

１．教育課程編成の基本方針 

本学の教育目標を踏まえ、国際観光の専門職業人として必要な基本的態度・習慣、人間性を身に付け、国際

観光の専門職として必要とされる専門知識、判断力、技術を修得できるように教育課程の枠組みを「総合科目」

「専門基礎科目」および「専門科目」で構成している。 

 教育課程の編成については、それぞれの授業科目が有機的かつ体系的に学習できるように編成している。さ

らに、6 ヶ月間の海外インターン実習、英語教育の充実も特徴となっている。 

 

２．科目群の構成 

（１）総合科目 

総合科目は、地域社会に貢献できるインバウンドビジネスに特化した国際観光専門職としての土台となる幅

広い教養を身につけ、人権を尊重する倫理観および主体的な学びの態度を涵養し、英語による高度なコミュニ

ケーションスキルを習得するための科目群から構成される。 

①人間と現代の理解 

人間を客観的に理解し多面的に捉えるための幅広い教養を身に付け、理論的根拠と結びつけながら専門科目

を学習するための基礎力を醸成する。 

②生涯学習力 

社会的な問題に主体的に取り組む態度を涵養し、学ぶ主体である「私」をつくり続けることができる生涯学

習力を涵養することを目的とし、「生涯学習力を高めるための科目」を配置する。また、それらにキャリアガ

イダンスを取り入れると共に、「週フォリオ（自己の記録）」の取り組みを促し、AD によるキャリア支援を学

習・生活等と関連づけて総合的に進める。 

③コミュニケーション 

人間社会で一人の職業人として、さらに国際観光専門職として、基本となるコミュニケーション力の育成を

意図し、「コミュニケーション力、日本語・英語の表現力を高める科目」を配置する。特に英語によるコミュ

ニケーション能力の強化については相当数の科目を配置する。 

 

（２）専門基礎科目 

専門基礎科目は、国際観光の専門知識と技術を修得し、人や地域社会とあたたかい関わりをもち、地域創生

に資することのできる人間性豊かな人材の育成を図るために、観光学、ならびにインバウンド・ビジネスの基

礎を学ぶ科目群から構成される。  

国家資格である旅行業務取扱管理者試験対策として「観光関連法規」、地域での事業者を目指すアントレプ

レナーや DMC などからの社会人の履修者用に「起業論」、「観光産業論」を配置している。またツーリズム

の基盤となる内容の「旅行事業経営論」、「観光資源（富山・国内）」、「観光政策論（富山・国内」、「旅

行企画論」を配置し全員必修としている。 

 

（３）専門科目 

専門科目は、観光学の専門知識や隣接関連領域の理解および国際観光専門職としての技術を習得するための

科目群から構成される。 

専門基礎科目の発展形としての具体的なニューツーリズム分野、｢アドベンチャー・ツーリズム｣、｢ユニバ

ーサル・ツーリズム｣、｢食のツーリズム｣のそれぞれ概論、事例研究、実務実習と連続性のある科目群を提供

するとともに、全観光分野と密接に関係する「観光 ICT」を配置している。 

専門科目には国際観光学科の大きな特徴の一つである「海外インターン実習」を 1 年次後期に配置し、観光

先進国であるオーストラリアでの 6 か月間にわたる就労体験を通して、観光実務の習得、実践的英語力やコミ

ュニケーションスキルの向上、さらに自らの進路について考える機会を提供し、人間的な成長を目標としてい

る。 

 

 

 

 

 



■専攻科看護学専攻 

 専攻科看護学専攻は、「教育目的」を達成するために、以下のようにカリキュラムを組み立てている。 

 

１．教育課程編成の基本方針 

本学の教育目標を踏まえ、看護職としてより豊かな教養に裏付けられた正確な専門知識と安全な技術を身に

つける。また、高度化、複雑化した医療に対応し、高齢社会の中での地域医療、在宅医療を支える全人的なケ

アができる看護職育成の基礎を充実させるために、教育課程の枠組みを【専門基礎強化科目】と【専門性強化

科目】に分け、さらに【専門基礎強化科目】を「人間の理解」「生涯学習力」「コミュニケーション」の構成と

する。 

また、それぞれの看護専門領域の独自性に立脚した探求に加え、関連領域との連携協働の視点をも併せ持つ

研究へと発展させていくための基礎的な知識を修得する科目を配置し、インターンシップにおける看護活動の

中で、研究を実施する。 

 

２．科目群の構成 

（１）専門基礎強化科目 

【専門基礎強化科目】は、「人間の理解」、「生涯学習力」、「コミュニケーション」の充実した科目を設定し、

全人的なケアの視点から看護について深める。  

 

（２）専門基礎強化科目 

【専門性強化科目】は、地域包括ケアを担う人材育成を充実するために多職種連携、協働を志向する科目を設

定する。さらに、看護活動の中での「看護実践研究」を設定する。これにより、看護職として現場の中での活

動を職能として蓄積し、発展し続ける基盤を強化する。 

 


